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日本香粧品学会との出会いから40年
—香粧品に関連する研究を振り返って—

末 木 博 彦

Forty Years Since the Encounter with the Japanese Cosmetic Science Society 
—Looking Back on Research Related to Cosmetics—

Hirohiko SUEKI

1. はじめに—日本香粧科学会との出会い

私は1980年に昭和大学を卒業し，直ちに皮膚科学教
室に入局しました。翌年の1981年から薬理学の大学院
を卒業した皮膚科の先輩と共に，当時黒岩幸雄教授が主
宰されていた昭和大学薬学部毒物学教室で定期的に行わ
れていた免疫学の輪読会に参加しておりました。黒岩教
授は日本香粧品科学会の草創期の主要メンバーのお一人
で，香粧品や薬物の皮膚毒性に強い関心をお持ちでし
た。このため1981年の第6回学術大会には有無を言わ
さず参加するよう命じられました。私は当時まだ駆け出
しで皮膚科学会以外の事情は全く知らず新鮮な出会いで
あったと記憶しております。途中2006年から2012年の
間，昭和大学藤が丘病院の診療科長を務め，2012年か
ら飯島正文教授の後任として講座主任に就任後は，厚生
労働科学研究班に参加し Stevens-Johnson症候群や中毒
性表皮壊死症などの重症薬疹の研究を引き継いだことか
ら，香粧品関連の研究からは遠ざかっておりました。し
かし最後の10年弱は日本香粧品学会雑誌編集委員を拝
命し，原著論文の査読，最優秀論文賞の選考に携わらせ
ていただきました。足かけ40年間にわたった本学会と
のかかわり，香粧品と関連性のある研究を中心に振り返
らせていただきたいと考えます。

2. 香粧品の安全性研究

私が入会した1980年代には学生時代に教科書で学ん
だ Riel黒皮症はほとんど見られなくなっていました。
アレルギー惹起性を有する物質や刺激性のある物質が香
粧品原料から除かれてきたため，国内で製造された化粧
品による接触皮膚炎は減少傾向にありました。海外で土
産品として購入された化粧品によるアレルギー性接触皮
膚炎を時々経験することがありました。1980年代の中
盤は香粧品学会でもまだ安全性の研究が多くを占めてい

たと記憶しています。
私たちは化学物質の毒性による一次刺激性皮膚炎を中
心に，月経周期と皮膚透過性などの皮膚機能の変動につ
いて臨床研究を行いました。当時，生理前の皮膚トラ
ブルのうち最も多いのはざ瘡の悪化で約半数を占めま
すが，化粧品による皮膚炎も34.7%ありました 1）。われ
われは排卵日と月経開始日に血管拡張薬である methyl 
nicotinateの濃度を振って貼付試験を行ったところ7例
中6例で月経開始時における反応閾値の低下，反応の増
強を認めました。この結果から月経開始時には皮膚透過
性が亢進する，あるいは血管反応性が亢進する可能性が
示唆されました 1）。さらに月経周期と皮膚生理機能の変
動を検討したところ，顔面の皮膚温は基礎体温と並行
し，月経前に上昇する傾向が，角層水分量は統計学的有
意差がないが，月経後に比し月経前および月経中にむし
ろ上昇する傾向が，前額部と頬部の皮脂は月経後に比し
月経前と月経時に有意に増加することなどが確認されま
した 2）。
化粧品およびその原料の毒性研究はマウス表皮の

ornithine decarboxylase（ODC）と S-adenosylmethionine de-
carboxylaseの誘導を指標に施行しました 3, 4）。同時に発
癌プロモーターや紫外線による ODC誘導と curcuminに
よる阻害効果についても検討しました 5）。

3. 米国留学中の形態学的皮膚毒性試験

米国ペンシルバニア大学皮膚科に留学中，George F. 
Murphy教授のご指導でマスト細胞の脱顆粒により放出
される TNF-αの働きを研究し，昭和大学から基本給を
いただいておりました。2年間を過ぎて大学からの給与
が打ち切られましたので，当時潤沢な研究費をお持ちで
あった Albert M. Kligman教授から給与をいただき，研
究のお手伝いをさせていただきました。Kligman教授は
モルモットを用いた皮膚感作性試験（maximization法）
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